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１ 研究の概要 

本学校園は，平成 30 年より文部科学省研究開発学校指

定校として，５年間新領域「光輝（かがやき）」（以下「光

輝」という）を中心とした，幼小中一貫教育カリキュラム

の開発を行った。幼稚園では「光輝視点の保育」，小・中学

校では，道徳・特別活動・総合的な学習の時間の全時数と

各教科時数の４分の１程度を上限に含んだ新領域「光輝」

に，メタ学習理論やブレークスルー思考を取り入れた単元

を開発した。保育・各教科とも関連させ，３つの次元（躍

動する感性・レジリエンス・横断的な知識）の基礎となる

７つの資質・能力を育成する授業の開発・実践を行い，12
年間の一貫教育カリキュラムのデザインを行った。 
 この研究の特徴は，３つの次元を枠組みとした幼小中一

貫教育カリキュラムの開発と，７つの資質・能力を育成す

るための方略を整理したことである。特に，本稿のテーマ

である「越境」に関連して，「知の越境」，「教科・領域の越

境」，「校種間の越境」，「教員間の越境」，「保護者・地域へ

の越境」に焦点を当てながら，取組の実際とその効果につ

いて論じていくこととする。「越境」とは，個人にとっての

ホームとアウェイの間にある境界を越えることと定義する

（石山・伊達，2022）。さらに，「越境学習」（石山・伊達，

2022）は，ホームからアウェイへと往還することで生まれ

る違和感，葛藤が，学習効果をもたらすとされている。 
 本校の「光輝」と「光輝視点の保育」によって，様々な

越境が生まれ，その越境によるレジリエンスによって，感

性を躍動させたり，知識を横断させることが可能となると

考えた。 

２ 研究の目的と経緯と方法 

（１）研究の目的 

高度に競争的でグローバル化された多様性社会に適応す

るために求められる，３つの次元（躍動する感性・レジリ

エンス・横断的な知識）の基礎となる７つの資質・能力を

育成することである。さらに，７つの資質・能力を育成す

るための幼小中一貫教育カリキュラムを開発し，実践し提

言として報告することを目的としている。 
（２）研究の経緯 

研究に至る経緯としては，社会の現状と本学校園の子供

たちの姿を照らし合わせた時，いくつかの課題が明らかと

なった。研究課題の設定当初，幼稚園の場合，“やってみた

い”と思った遊びをやってみようとするが上手くいかなか

ったり，遊びを進める中で一緒に取り組む友達と思いが通

じ合わなかったりすると，相手に任せてしまったり，すぐ

に諦めたりする姿が見られた。また，小中学校の場合，前

例がないことに取り組む時や活動の見通しがもてない時は，

二の足を踏み，既存の枠から飛び出して行くことができず，

飛び出したとしても自分たちの力で対応することができな

いという姿が見られた。つまり，「越境」への恐怖心や不安

感が強くがみられたのである。先述した「越境学習」では，

ホームからアウェイへと往還することで生まれる違和感，

葛藤が，学習効果をもたらすのだが，その越境しようとす

る姿を見守ったり，その先で違和感や葛藤を乗り越えたり

することを意図的にカリキュラムの中に取り入れて，単元

を構成していく工夫が必要であると考えた。そのような越

境を意識した１２年間一貫教育カリキュラムを作成するこ
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表１ ３つの次元と７つの資質・能力 

図１ ４つの学年区分と発達特徴 

表２ 今年度（2023年度）の活動名及び単元名 

ととした。 
（３）研究の方法 

①ブレークスルー思考とメタ学習による「横断的な知識」

の次元の獲得 
このような本学校園の子供たちの課題を克服していくた

めの方法として，ブレークスルー思考と振り返りを重視し

たメタ学習を系統的に取り入れたカリキュラムをデザイン

した。ブレークスルー思考とは，専門性のあるもの同士の

協働的問題解決によって，柔軟な発想で新しい考え方の着

想を得たり，既存のものや前例のあるものをもとにしなが

ら，０から１を生み出したり，１から 10 に広げたりする

思考法である。また，メタ学習とは，学び方を学んだり，

自分の獲得した力を俯瞰的に見つめたりするための振り返

りを重視する学習方法である。それにより，知識と知識の

つながりが生まれ，「横断的な知識（汎用性のある知識）」

を獲得することが期待できる。「横断的な知識」を獲得すれ

ば，必要な知識の獲得や技能の習得をより汎用性の高い実

践知とつなげていくことができる。これにより，既知から

未知への「知の越境」が可能となる。 
②協働的学習や複眼的思考力の育成による「レジリエンス」

の次元の獲得 
そのような中で，子供たちは必ず，うまくいかないこと・

困難なことに遭遇する。その際に，粘り強く取り組む姿勢

や仲間とともに協力しながら乗り越えようとする姿勢，複

眼的にものごとを見る力が必要である。このような力を「レ

ジリエンス」と定義し，困難を乗り越えるための能力とし

た。特に，このレジリエンスは，「越境学習」に欠かせない

要素となっている。 
③子供の思いや願いを基盤とした活動やひと・もの・こと

とのであいの設定による「躍動する感性」の次元の獲得 
私たちが学びを駆動させるものは，感情である。感情が

揺れ動くことによって，私たちの学びは確かなものになる。

つまり，感情を伴って価値あるものに気付く感覚と，その

感覚を求めてさらに知りたい，学びたいという感情が自ら

をつき動かすのである。そのような感情を引き出す手立て

として一人一人の思いや願いを大切にした活動の設定を行

ったり，ひと・こと・ものへのであいをコーディネートし

たりすることによって，感情が揺れ動く。そのような感情

の揺れ動きを重ねることによって，豊かな感性を引き出す

ことができる。このような感情を突き動かしながら学ぼう

とする「躍動する感性」が私たちは重要であると考えた。 
④３つの次元を意識した環境設定 
そこで，「躍動する感性」，「レジリエンス」，「横断的な知

識」の３つの次元を，学びをデザインするための枠組みと

して，子供を見取ったり，環境の設定を行ったりすること

とした。また，多様性社会を生き抜くために必要な７つの

資質・能力を整理し，発達段階に基づいて目指す姿を 12
年間一貫教育の中で系統的に育てるための資質・能力系統

表を作成した。その資質・能力系統表をもとにしながら，

12 年間一貫教育カリキュラムをデザインし，実践したこと

の効果を検証する。 
３ 光輝（かがやき）の研究内容 

（１）教育課程の内容 

３つの次元とのその基礎となる７つの資質・能力（表１）

について，年少児から９年生（中学３年生）までの 12 年

間を整理し，資質・能力系統表としてまとめた（別紙資料

参照）。その資質・能力系統表を基にして，７つの資質・能

力の育成をめざして，活動や授業を行った。 
 

（２）新領域「光輝」及び「光輝視点の保育」の活動の実

施と単元開発・カリキュラム開発 

①幼小中の「発達と接続」を意識した学年区分の設置 
図１のように，12 年間における幼小中の接続を意識した

接続区分「幼小接続期（年少～２年），転換期（３・４年生），

小中接続期（５～７年），義務教育完成期（８・９年）」を

設置した。新領域「光輝」及び「光輝視点の保育」と「保

育・各教科」にまたがる「教育活動全般のカリキュラムの

開発」を行った。 

②新領域「光輝」の単元開発・カリキュラム開発 
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図２ 三原版幼小接続カリキュラム 

新領域「光輝」の単元開発・カリキュラム開発とともに，

今年度は主に前項の表２にある活動及び単元開発を行い，

実施した。実施していく際には，12 年間の「発達と接続」

を意識したカリキュラムの体系化をめざし，光輝プログラ

ムと光輝実践記録を作成し，これらを用いて道徳・特別活

動や各教科をどのように位置付けているのかを把握できる

ようにし，取り組んだ。 
③「光輝視点の保育」の活動の実施と「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」に視点をあてた資質・能力を育む三

原版幼小接続カリキュラムの開発 
三原版幼小接続カリキュラムを開発した（図２）。開発を

続けていく中で，活動でつなげるのではなく，教員のかか

わりでカリキュラムをつないでいくこと（「校種間の越境」

及び「教員間の越境」）が汎用性の高いカリキュラムにつな

がるのだと明らかとなった。 
４ 本年度の主な研究の取組と成果 

本年度の研究の取組から，次の５点の成果が明らかとな

った。「越境」と関連付けながら説明する。 
（１）知の越境 

子供への効果を明らかにするために，幼稚園では，保護

者への子供の育ちのエピソード記述，保育者のエピソード

記録と保育カンファレンスから効果の検証を行った。 

小・中学校では，光輝アンケートを１年生から９年生に４

月と 10 月に行った。量的評価だけでなく，授業等の子供

変容もエピソードとして記録し，効果を検証した。光輝ア

ンケートの項目については表３のようになっている。 
特に，４月から 10 月のアンケート結果において顕著な

高まりがあった項目について紹介する。「４ 自分の考えに

間違いがないかを確認しながら考えようとしている。」は，

75.9%→90.7%（＋15.8）であった。「８ 嫌なことや，つ

らいことも乗り越えたいと考えている。」は，86.1%→

90.9%（＋4.8）であった。「16 学んだことを，学校生活や

普段の生活に生かそうとしている。」は，87.1%→89.8%（＋

2.7）であった。「19 ものごとを最後までやり遂げて，う

れしかったことがある。」は，90.8%→93.1%（＋2.3）であ

った。「21 授業で学んだことを他の学習に生かしている。」

は，80.8%→90.0%（＋9.2）であった。 
一番高まりが大きかった項目である「４ 自分の考えに間

違いがないかを確認しながら考えようとしている。」は，プ

ロジェクトベースの学びを基盤に学習活動を行う中で，失

敗を経験しそれによって，生じる他者への影響を実感した

ことによって，自分の考えを確かめながら活動を行おうと

する意識が高まったのではないかと考えられる。また，「16
学んだことを，学校生活や普段の生活に生かそうとしてい
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２０２３年度光輝（かがやき）アンケート
1 テストの前には丸暗記をすることがよくある。
2 学んだことに対して，さらに深く考えたり，はっきりさせたりしようとしている。
3 問題に対して，深く考えて解決しようとしている。
4 自分の考えに間違いがないかを確認しながら考えようとしている。
5 パターンや法則を見つけることに興味がある。
6 苦手なことにも取り組み，できるようになろうとしている。
7 自分の成⻑のために，難しいと感じることにぶつかったことがある。
8 嫌なことや，つらいことも乗り越えたいと考えている。
9 新しいことに挑戦したいと思う。
10 いろいろな視点から自分と向き合おうとしている。
11 いろいろな視点で物事をみようとしている
12 友達に考えを伝えたり聞いたりしながら，自分自身や自分の生き方についてよく考えている。
13 いろいろな物事の変化に気が付くことが多い。
14 学校で学んでいることと，自分の将来はつながっていると思う。
15 学校生活の中で課題を見つけようとしている。
16 学んだことを，学校生活や普段の生活に生かそうとしている。
17 学校で学んでいることと，自分の日常生活はつながっていると思う。
18 自分の良いところに気付き，将来の夢や目標を持っている。
19 ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがある。
20 人が困っているときは進んで助けている。
21 授業で学んだことを他の学習に生かしている。
22 地域や社会をよりよくするために何をすべきかを考えることがある。
23 学級みんなで話し合って決めたことなどに協力して取り組み、うれしかったことがある。
24 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している。

 

表４ 光輝アンケート効果測定とエピソード記述 

る。」や「21 授業で学んだことを他の学習に生かしている。」

など，学びの転移を自ら意識して学習をしていることがわ

かる。これは，光輝の学びを教科の学びに生かすことので

きるカリキュラム・マネジメントを行ったり，教科の学び

を光輝の学びに生かせるように活動を工夫したりする中で，

「知の越境」が起こったものと考えられる。 
 また，各学年において，エピソード記述を行い，各区分

で共有するなどして，子供の成長を見取っている。表４は，

幼小接続期（第２学年）の各次元の効果測定とエピソード

記述である。担当する教員によって，子供の学びや成長に

ついて記述し，共有する機会をもっている。 
 子供たちの学びのエピソードの中には，幼稚園で学んだ

ことを想起しながら，目の前の活動をよりよくしようとし

ている子供の姿があった。まさに，知の越境である。 

 さらに，本学校園を卒業した令和４年度卒業生のうちア

ンケート調査に協力した 68 名（回答率 28％，ｎ＝19）の

結果を見ると，78.9％が「光輝を通じて多くのことを学べ

たと思う」という質問項目に対して，肯定的に回答してい

る。さらに，「光輝」で学んだことについての具体的な記述

では，「根拠の重要性」「データの活用方法」，「研究に説得

力をもたせる方法」「関連付けて考えること」，などという

考え方や学びに向かう姿勢などを挙げていた。 
 このような結果から，卒業後も光輝の学習で身に付けた

ことを生かしながら新たな生活に取り組む子供の姿を見る

ことができ，知の越境につなげることができたと考える。 
（２）教科・領域の越境 

①道徳・特別活動・総合的な学習の時間について 
光輝は，本来の教育課程としての道徳・特別活動・総合

的な学習の時間の３つの教科領域を融合させながら，プロ

ジェクトベースとした学びを軸に，７つの資質・能力を育

成するための時間として設置している。プロジェクトを基

盤にしながら，探究的な学びを促したり，協働的に学ぶ環

境を設定したり，学校外への学びをコーディネートしたり

し，自己実現をめざして，人間関係形成や社会参画する中

で，道徳的実践力も育成していくことをねらいとした。 
カリキュラム・マネジメントをしていく中で，特別の教

科道徳については，親和性の高い内容が明らかとなった。

特に，A「個人の伸長」，B「友情，信頼」，「相互理解・寛

容」，C「よりよい学校生活，集団生活の充実」について，

関連が高い傾向が見られた。それは，光輝の特徴である子

供の思いや願いを中心にしながら，人間関係のつながりを

広げたり，経験をつなげたりしていく中で，資質・能力が

育まれたものと考えられる。さらに，６年生以降では，D
「生命の尊さ」，「よりよく生きる喜び」についても関連さ

せた実践事例が多くあり，道徳的実践力を高めながら，道

徳的価値の共有を図っていくことが肝要と考える。 
②光輝と各教科について 
光輝単元と各教科との関連について，整理を行った。そ

の中で，内容面・方法面の双方を関連させた単元を開発し

実践を進めてきた結果，国語科，生活科，音楽科，図工・

美術科，体育・保健体育科，外国語活動・外国語科は，自

己を表現し他者を受容しながら学ぶ教科として，光輝と関

連付けやすいということがわかった。また，本年度の全国

学力テストの平均正答率を全国と比較したところ，６年に

ついては２教科平均で 9.95％，９年については３教科平均

で 19.5％上回っており，合科的に進めることで学習効果が

上がっていることがうかがえた。このことから，教科の学

びを光輝の学びと関連させることによって，教科の学習内

容の習得を保障し学びを深めることができると考える。 
（３）校種間の越境 ～学年区分の検証～ 

学年区分の妥当性について，３点から分析を行った。 
①子供の生活状況（Q-U 等）に関連するデータを収集・分

析 
生活状況(Q-U)については，当該学年を構成する子供の

特性による影響が大きく関係していた。一方で，高学年に

なるにつれ「非承認（認められていないと感じている）」の

割合が高くなっていた。それは，転換期を経て自己と他者

の違いなどを少しずつ認識し，自立を促されるとともに，

表３ 光輝アンケートの項目 
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表５ 光輝保護者アンケート 幼小中共通事項 

9月 1月 9月 １月 9月 1月

①子どもは，楽しく学校へ行っている。 100% 100% 95.30% 96.00% 89.40% 89.40%

②子どもは，目的を持って登校している。 93.60% 94.80% 85.30% 85.80% 83.70% 82.90%
③学校は，各教科の基礎・基本が身につくような指導を
行っている。

100% 98.20% 94.90% 95.60%

④子どもは，学校の課題に粘り強く取り組んでいる。 100% 100% 87.10% 83.50% 83.70% 79.40%
⑤新しい知識や技能を習得して，子どもが成長したと感じ
る。

98.40% 96.80% 95.40% 94.90% 86.50% 86.50%

⑥子どもが何かに取り組むとき，うまくいかなくても，あ
きらめずにやり抜こうとしている。

82.50% 82.70% 86.50% 89.20% 87.90% 79.40%

⑦教職員は，子どもの主体性を高めるような授業を行った
り，教材を提供したりしている。

96.80% 94.80% 97.90% 96.60% 82.30% 85.30%

⑧子どもに服装や持ち物等について学校の決まりを守るよ
うに話をしている。

98.40% 100% 98.20% 97.00% 67.40% 95.90%

⑨子どもは，立場や意見の異なる他者を理解し，学級のな
かまの気持ちを大切にしようとしている。

95.20% 91.30% 98.50% 98.30% 93.60% 95.30%

⑩子どもは，「光輝（かがやき）」の授業を楽しみにして
いる。

93.70% 96.50% 89.20% 90.50% 73% 67.60%

幼稚園 小学校 中学校
光輝（かがやき）保護者アンケート共通項目

集団や社会の中での自己の存在を考えるなど，学年に応じ

た発達段階などの傾向も大きく関係している。 
②過去４年分の光輝アンケートの比較・分析 
過去４年分のアンケート結果を比較したものの，各学年

集団の実態等によって数値が変容していた為，学年区分の

妥当性を裏付けるものとしては，不十分であった。 
③実践を行っている教員から子供の成長や発達の過程や状

況を踏まえた上でのアンケート調査の収集・分析 
アンケート調査から学年区分ごとに実践を行う上でのね

らいの共有の重要性や区分の特徴を意識した単元デザイン

を行う中で，教員同士のコミュニケーションが重要である

ことがわかった。また，「幼小接続期」と「小中接続期」の

教員については，お互いを受容し協働しようとする意識が

高い傾向が見られた。 
それらの傾向を踏まえると，校種が変わる際の『接続』

を意識する区分をつくることによって，12 年間のつながり

を意識した一貫教育のよりよい実践につながっていると考

える。 
（４）教員間の越境 

光輝を実践することで教員にどのような効果をもたらす

のかについて，学校園の教員を対象にアンケート調査を実

施し，26 名（幼稚園４名，小学校 13 名，中学校９名）が

回答した。このアンケート調査では，自己評価・他者評価

の観点を取り入れ，教員の変容を分析することとした。 
自己評価にかかわっては，「教育観」にかかわる内容につ

いて，どの校種も大きな変容が見られた。特に小学校では

「子供の姿や発言に学ぶところが多く，その思いや願いを

踏まえて単元を作るようになった」などの記述が多くあり， 
12 年間一貫教育研究としての取組の効果が見られた。また，

他者評価については，教員の変容について 26 件の回答中

12 名の教員の名前が挙げられ，その中でも特に本校に赴任

して１・２年目の教員の子供への接し方や各教科への向き

合い方についての効果があった。 
12 年間一貫教育カリキュラムの開発をする中で，幼稚園

と小学校，小学校と中学校の「校種間の越境」がスムーズ

に行われるためには，教員同士のスムーズなコミュニケー

ションと，子供の育ちを中心にした対話が必要である。こ

のような「教員間の越境」が光輝を研究する上で，非常に

有効である。 
（５）保護者・地域への越境 

表５は，３校種共通の光輝アンケートの質問項目の結果

（９月→１月）である。なお，回答率は，幼稚園が 93.4％，

小学校が 79.0％，中学校が 60.8％である。３校種で，わず

かな増減はみられるものの，「光輝（かがやき）」や「光輝

（かがやき）視点の保育」で育成される資質・能力と関連

して，これまでの教育活動の蓄積が反映され，肯定的評価

が比較的高いものとなっている。特に，「仲間の気持ちを大

切にしようとしている」という項目については，３校種す

べてで 90％以上となっている。 
このように，保護者とも協力し，同じ方向性をもって，

教育活動，研究活動に取り組んでいる。その結果，保護者

をはじめとした様々な視点から，子供の成長を検証するこ

とができ，これは越境の多様性をもたらすものである。 
５ 小括 

 この研究の目的は，３つの次元を枠組みとした幼小中一

貫教育カリキュラムの開発と，７つの資質・能力を育成す

るための学びのカリキュラム・デザインとマネジメントの

提案である。本稿では，「越境学習」を取り上げ，「知の越

境」，「教科・領域の越境」，「校種間の越境」，「教員間の越

境」に焦点を当てながら，取組の実際とその効果について

論じてきた。その中で，「越境」という自分のコンフォート

ゾーンから，一歩踏み出す挑戦こそ，子供たちの成長を促

すことにつながるということが明確になった。それは，特

に，レジリエンスを生む学習を企図して環境を設定してい

くことが非常に重要である。自分の安心できる場所と一歩

踏み出して挑戦できる場所の往還によって，生まれる違和

感や葛藤が子供の成長を促し豊かな学びをもたらす。 
 「知の越境」，「教科・領域の越境」，「校種間の越境」，「教

員間の越境」さらには，「保護者・地域への越境」は，既知

から未知への挑戦であり，その挑戦によって，子供も教員

も成長していくことがわかった。さらに，本研究を充実さ

せ，学校教育としての「越境」をめざして，さらに研究に

邁進していく所存である。 
引用・参考文献 
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い
て
い
る
。

□
２
つ
以
上
の
事
実
を
比
較
し
，
関
係

付
け
て
い
る
。

□
比
較
す
る
こ
と
で
，
対
比
や
類
比
を

行
い
，
関
連
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い

て
い
る
。

【【
横横

断断
的的

なな
知知

識識
にに

つつ
いい

てて
】】

スス
テテ
ッッ

ププ
１１

スス
テテ
ッッ

ププ
２２

スス
テテ
ッッ

ププ
３３

スス
テテ
ッッ

ププ
４４

スス
テテ
ッッ

ププ
５５

スス
テテ
ッッ

ププ
６６

スス
テテ
ッッ

ププ
７７

資資 質質 ・・ 能能 力力

知知
識識

とと
知知

識識
をを

関関
連連

付付
けけ

なな
がが

らら

追追
究究
すす

るる
力力

学
習
し
た
こ
と
と
学
習
し
て
い
る
こ

と
を
関
連
さ
せ
て
考
え
方
を
広
げ
，

ど
こ
ま
で
も
深
く
調
べ
て
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
を
生
か
し
て
，
遊
び
や
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

□
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
て
い
る
。

□
課
題
に
対
し
て
，
経
験
か
ら
新
た
な

気
付
き
を
見
い
だ
し
，
自
分
な
り
の
方

法
を
試
し
て
い
る
。

□
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
て

い
る
。

□
課
題
に
対
し
て
経
験
か
ら
新
た
な
気

付
き
を
見
い
だ

し
，
解
決
す
る
た
め
の

方
法
を
試
し
て
い
る
。

□
今
ま
で
の
経
験
や
学
ん
で
い
る
こ
と

を
関
連
さ
せ
て
考
え
て
い
る
。

□
こ
れ
ま
で
の
知
識
に
新
た
な
視
点
を

加
え
て
い
る
。

□
今
ま
で
の
経
験
や
学
ん
で
い
る
こ

と
を

関
連
さ
せ
て
考
え
て
い
る
。

□
自
分
の
考
え
方
を
広
げ
た
り

批
判
的

に
思
考
し
た
り
す
る
こ
と
で
，
こ
れ
ま
で

の
知
識
を
新
た
な
視
点
で
見
て
い
る
。

論論
理理
的的

にに
問問

題題
をを

解解
決決

すす
るる

力力

根
拠
に
基
づ
き
，
筋
道
を
立
て
て
考

え
，
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

□
結
果
に
対
す
る
原
因
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
。

□
結
果
に
対
す
る
原
因
に

つ
い
て
考

え
，
自
分
の
行
動
に
生
か
す
。

□
学
校
生
活
や
授
業
の
中
か
ら
問
題
を

見
つ
け
，
順
序
を
意
識
し
て
，
解
決
へ

の
方
法
を
考
え
て
い
る
。

□
学
校
生
活
や
授
業
の
中
か
ら
問
題
を
見

つ
け
，
順
序
立
て
て
解
決

し
て
い
る
。
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表
２

３
つ
の
次

元
と
そ
の
基
礎
と

な
る
資
質
・
能
力

系
統
表
（
ス
テ
ッ

プ
８
～

）

１１
研研
究究
開開
発発
課課
題題

高
度

に
競
争

的
で
グ

ロ
ー
バ
ル

化
さ

れ
た

多
様
性

社
会
に
適

応
す

る
た

め
に
求

め
ら
れ
る

，
３

つ
の

次
元
（

躍
動
す
る

感
性

・
レ

ジ
リ
エ

ン
ス
・
横

断
的

な
知

識
）
の

基
礎
と
な

る
資

質
・

能
力
を

育
成
す
る

幼
小

中
一

貫
教
育

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム

の
研

究
開
発

２２
めめ
ざざ
すす
子子
どど
もも
像像
にに
つつ
いい
てて
（（
中中
学学
校校
卒卒
業業
時時
））

互
い

に
高
め

合
う
環

境
の
中
で

共
創

の
喜

び
を
感

じ
な
が
ら

，
広

い
視

野
か
ら

知
性
を
磨

き
，

挑
戦

す
る
気

概
を
も
ち

続
け

て
，

社
会
の

発
展
に
貢

献
す

る
高

い
志
を

も
つ
子
ど

も

３３
３３
つつ
のの
次次
元元
にに
つつ
いい
てて

次次
元元

躍躍
動動
すす
るる
感感
性性

レレ
ジジ
リリ
エエ
ンン
スス

横横
断断
的的
なな
知知
識識

とと
らら
ええ

＜＜
人人
間間
味味

溢溢
れれ
るる
豊豊
かか
なな
感感
覚覚
をを
高高
めめ

，，
前前
向向
きき
なな
価価
値値
観観
にに
基基
づづ

きき
行行
動動
しし
よよ

うう
とと
すす
るる
ここ
とと
＞＞

＜＜
逆逆
境境
にに
ささ
らら
ささ
れれ
てて
もも
適適
応応
しし
，，
目目
標標
をを
達達
成成
すす
るる
たた
めめ
にに
再再
起起
すす
るる
ここ
とと
＞＞

＜＜
習習
得得
しし
たた
知知
識識
をを
実実
生生
活活
等等
にに
おお
いい
てて
活活
用用
すす
るる
ここ
とと
＞＞

４４
３３
つつ
のの
次次
元元
のの
基基
礎礎
とと
なな
るる
資資
質質
・・
能能
力力

にに
かか
かか
わわ
るる
チチ
ェェ
ッッ
クク
項項
目目
（（
子子
どど
もも
のの
姿姿
））

【【
躍躍

動動
すす

るる
感感

性性
にに

つつ
いい

てて
】】

スス
テテ
ッッ

ププ
８８

スス
テテ
ッッ

ププ
９９

スス
テテ
ッッ

ププ
１１

００
スス

テテ
ッッ

ププ
１１

１１
スス

テテ
ッッ

ププ
１１

２２

資資 質質 ・・ 能能 力力

人人
間間

味味
溢溢
れれ

るる
豊豊
かか

なな
感感

覚覚

未
知
な
も
の
や
自
分
と
は
異
な
る
考
え

方
に
興
味
・
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き

る
。

□
自
分
と
は
異
な
る
考
え

や
価
値
観
に
気
付

い
て
い
る
。

□
自
分
と
は
異
な
る
考
え
や
価
値
観
に
興
味
を
も
っ
て
か

か
わ
っ
て
い
る
。

□
自
分
と
は
異
な
る
考
え
や
価
値
観
を
認
め

て
い
る
。

□
他
者
の
考
え
の
よ
さ
を
受
け
入
れ

て
い
る
。

□
自
分
と
は
異
な
る
考
え
や
価
値
観
を
認
め

て
い
る
。

□
相
手
の
考
え
方
や
価
値
観
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

□
自
分
と
は
違
う
考
え
方
を
も
っ
た
他
者
の
存
在
を
認
め

て
い
る
。

□
自
分
の
よ
さ
を
追
究
し
て
い
る
。

自自
らら

学学
ぼぼ
うう

とと
すす
るる

姿姿
勢勢

学
ぶ
こ
と
に
対
し
，
自
分
で
価
値
を
見

い
だ
し
，
意
欲
的
に
打
ち
込
む
こ
と
が

で
き
る
。

□
学
ぶ
目
的
を
考
え
，
学
習
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

□
学
ぶ
こ
と
の
価
値
を
自
覚
し

て
い
る
。

□
課
題
に
対
し
て
意
欲
的
に
取

り
組

ん
で
い
る
。

□
学
ぶ
こ
と
の
価
値
を
自
ら
見
い
だ
し
て
い
る
。

□
自
ら
見
出
し
た
問
題
に
対
し
て
意
欲
的
に

取
り
組
ん

で
い
る
。

□
自
己
や
集
団
の
目
標
と
す
る
姿
を
想
像
し
，
そ
の
実
現
に
向
け
て

自
ら
進
ん
で
探
究

的
学
習
や
課
外
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

【【
レレ

ジジ
リリ

エエ
ンン

スス
にに

つつ
いい

てて
】】

スス
テテ
ッッ

ププ
８８

スス
テテ
ッッ

ププ
９９

スス
テテ
ッッ

ププ
１１

００
スス

テテ
ッッ

ププ
１１

１１
スス

テテ
ッッ

ププ
１１

２２

資資 質質 ・・ 能能 力力

粘粘
りり

強強
くく
取取

りり
組組

むむ
力力

困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
挑
戦
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
に
遭
遇
し
て
も
，
何
度
も
試
行
錯
誤

し
，
解
決
に
向
け
て
行
動
し
て
い
る
。

□
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

に
遭
遇
し
て
も
，

必
ず
で
き
る
と

信
じ
て
試
行
錯
誤
し
，
解
決
に

向
け
て
行
動

し
て
い
る
。

□
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
に
遭
遇
し
て
も
，
試
行
錯
誤

し
て
い
る
。

□
何
度
も
試
行
錯
誤
す
る
中
で

問
題
の
改
善
を
図
り

，

解
決
へ
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

□
解
決
が
困
難
な
場
合
で

も
，

何
度
も
試
行
錯
誤
す
る
中

で
，
解
決
へ
の
見
通
し
を

も
っ
て
い
る
。

□
何
度
も
試
行
錯
誤
す
る
中
で

改
善
を
図
り
，
問
題
の
解

決
に
向
け
て
よ
り
良
い
方
法
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

□
解
決
が
困
難
な
場
合
で

も
，
問
題
に
対
し
て
積
極
的
に

か
か
わ
っ
て
い
る
。

□
何
度
も
試
行
錯
誤
す
る
中
で
，
解
決
へ
の
見
通
し
を
も

ち
，

も
の
ご
と
に
対
し
て

工
夫
，
改
善
を
図
り
な
が
ら
，

解
決
に
向
け
て

よ
り
良
い
方
法
を
見
い
だ
し
て
い
る

。

ココ
ララ

ボボ
レレ
ーー

シシ
ョョ

ンン
すす

るる
力力

公
正
な
態
度
を
も
っ
て
，
価
値
観
の

異
な
る
他
者
と
協
働
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

□
他
者
と
の
対
話
を
通
し
，
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

□
相
手
の
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
，
状
況
の
改
善
に
つ
な
が
る
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

□
他
者
と
の
対
話
を
通
し
，
互
い
の
価
値
観
を
認
め
合

っ
て
い
る
。

□
共
有
し
た
目
標
に
向
か
っ
て
協
力
し
て
取
り
組
み
，

合
意
形
成
を
図
っ
て
い
る

。

□
共
有
し
た
目
標
に
向
か
っ
て
共
同
で
取
り
組

ん
で
い

る
。

□
責
任
感
を
も
っ
て
自
分
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

□
集
団
で
共
有
し
た
課
題
を
解
決
し
て
い
る

。

□
互
い
の
意
見
や
考
え
の
違
い
を
認
め
合
っ
て
い
る
。

□
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生

か
し

て
課
題
を
解
決
し
て

い

る
。

□
互
い
の
短
所
を
補
い
合

い
な
が
ら
，
課
題
を
解
決

し
て

い
る
。

複複
眼眼

的的
にに
思思

考考
すす

るる
力力

１
つ
の
出
来
事
や
事
実
を
多
く
の
異

な
る
視
点
か
ら
違
う
見
方
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

□
事
実
や
出
来
事
に
対
し
て
複
数
の

立
場
の
人
の
思
い
や

願
い
を
捉
え
て
い
る
。

□
自
分
な
り
に
新
た
な
見
方
や
考
え
方
を
見
い
だ
し
て
い

る
。

□
事
実
や
出
来
事
に
対
し

て
複
数
の

立
場
の
人
の
思
い
や
願

い
を
捉
え
て
い
る
。

□
新
た
な
見
方
や
考
え
方
を
見
い
だ
し
，
考
え
を
深
め
て
い

る
。

□
事
実
や
出
来
事
に
対
し
て
複
数
の
立
場
や

別
の
情
報

を
取
り
入
れ
て
考
え
て
い
る
。

□
新
た
な
見
方
や
考
え
方
を
見
い
だ
し
，
よ
り
よ
い
自

分
の
考
え
を
つ
く
っ
て
い
る
。

□
立
場
や
年
代
な
ど
の
違

い
を
踏
ま
え
て
事
実
や
出
来
事

を
捉
え
て
い
る
。

□
自
ら
の
行
動
を
振
り
返
り
，
こ
れ
か
ら
の
自
身
の
あ
り

方
に
目
を
向
け
て
い
る
。

□
時
間
的
・
空
間
的
・
立

場
的
・
状
況
的
な
見
方
で
，
事

実
や
出
来
事
を
柔
軟
に
捉
え
て
い
る
。

□
行
動
の
結
果
を
自
分
な
り
に
評
価
し
て
，
行
動
に
生
か

し
て
い
る
。

【【
横横

断断
的的

なな
知知

識識
にに

つつ
いい

てて
】】

スス
テテ
ッッ

ププ
８８

スス
テテ
ッッ

ププ
９９

スス
テテ
ッッ

ププ
１１

００
スス

テテ
ッッ

ププ
１１

１１
スス

テテ
ッッ

ププ
１１

２２

資資 質質 ・・ 能能 力力

知知
識識

とと
知知

識識
をを

関関
連連

付付
けけ

なな
がが

らら

追追
究究
すす

るる
力力

学
習
し
た
こ
と
と
学
習
し
て
い
る
こ

と
を
関
連
さ
せ
て
考
え
方
を
広
げ
，

ど
こ
ま
で
も
深
く
調
べ
て
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
教
科
で
学
習
し
た
知
識
や
技
能
を
広
く
活
用
し
て
い
る
。

□
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
見
方
や
考
え
方
を
深
め
た
り
，
新
た
な
考
え
を
導
き
出
し
た
り
し
て
い
る
。

□
教
科
で
学
習
し
た
見
方
や
考
え
方
を
汎
用
的
に
活
用

し
て
い
る
。

□
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
見
方
や
考
え
方
を
深
め
た
り
，
新

た
な
考
え
を
導
き
出
し
た
り
し
て
い
る
。

□
原
理
・
法
則
や
過
去
の
成
功
例
を
別
の
事
象
に
も
応
用
し
て
い
る
。

□
収
集
し
た
情
報
か
ら
共
通
項
を
探
り
，
一
定
の
結
論
を
導
い
て
い
る
。

論論
理理
的的

にに
問問

題題
をを
解解

決決
すす

るる
力力

根
拠
に
基
づ
き
，
筋
道
を
立
て
て
考

え
，
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

□
学
校
生
活
や
授
業
か
ら
解
決
す
べ
き
問
題
を
見
つ
け

客
観
的
な
視
点
で
も
の
ご
と
を
と
ら
え
て
い
る
。

□
課
題
に
対
す
る
解
決
へ
の
道
筋
を
明
ら
か
に
し
，
問
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

□
直
面
し
た
問
題
に
つ
い
て
客
観
的
な
視
点
で
と
ら
え

て
い
る
。

□
他
者
の
助
言
を
生
か
し
な
が
ら
課
題
設
定
し
，
解
決

策
を
実
行
し
て
い
る
。

□
直
面
し
た
問
題
に
つ
い
て
現
状
の
把
握
と
課
題
の
設
定

を
行
っ
て
い
る
。

□
課
題
解
決
策
の
立
案
と
実
行
し
，
解
決
策
を
客
観
的
に

評
価
し
て
い
る
。

□
直
面
し
た
問
題
に
つ
い

て
現
状
の
把
握
と
課
題
の
設
定

を
行

っ
て
い
る
。

□
課
題
解
決
策
の
立
案
と

実
行
，
結
果
の
評
価
と
取
組
の

修
正

を
し
て
い
る
。
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